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九
月
議
会
か
ら

相生かき（相生市立水産物市場）

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九

月
八
日
か
ら
九
月
十
六
日
ま

で
の
九
日
間
に
わ
た
っ
て
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
報
告

一
件
、
補
正
予
算
三
件
、
条

例
の
改
正
等
五
件
、
事
件
案

件
四
件
、
人
事
案
件
一
件
、

意
見
書
案
一
件
を
審
議
し
ま

し
た
。
す
べ
て
の
案
件
は
、

可
決
、
同
意
等
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
七
〜
八
ペ

ー
ジ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
各
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
決

算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
そ
の
審
査
の
結
果
は

十
二
月
議
会
に
お
い
て
報
告

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

一
般
質
問
は
、
七
名
の
議

員
が
行
い
、
市
当
局
の
現
状
、

方
針
等
考
え
方
を
た
だ
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
二
〜
六
ペ
ー
ジ
に
ま
と

め
ま
し
た
。



整整
備備
、、
まま
たた
、、
市市
民民
にに
対対
すす

るる
避避
難難
勧勧
告告
のの
周周
知知
にに
つつ
いい

てて
おお
尋尋
ねね
しし
まま
すす
。。

市
民
の
避
難
に
対
す

る
対
策
と
し
て
、
災
害

発
生
時
に
は
、
そ
の
発
生
し

た
災
害
の
種
類
や
規
模
に
よ

り
、
災
害
対
策
本
部
で
、
開

設
す
る
避
難
所
を
決
定
し
、

避
難
勧
告
に
つ
い
て
、
広
報

車
、
防
災
メ
ー
ル
、
地
元
消

防
団
、
自
主
防
災
組
織
の
協

力
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に

周
知
を
行
い
ま
す
。
避
難
経

路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
地

域
の
被
災
状
況
に
よ
り
、
地

新新
型型
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン

ザザ
のの
市市
内内
にに
おお
けけ
るる
感感

染染
者者
のの
対対
応応
にに
つつ
いい
てて
、、
まま

たた
、、
今今
後後
のの
大大
流流
行行
にに
対対
すす

るる
備備
ええ
はは
。。

市
民
へ
の
感
染
防
止

対
策
の
た
め
、
全
世
帯

に
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

あ
わ
せ
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
症
状
が
あ
る
場
合
の
相
談

場
所
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
大
流
行
に
備

え
た
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
や
タ

ミ
フ
ル
、
リ
レ
ン
ザ
な
ど
の

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
投

与
、
確
保
な
ど
の
医
療
体
制

に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
を
通

じ
、
直
接
医
療
機
関
に
指
示

や
協
力
要
請
が
な
さ
れ
る
こ

新新
型型
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン

ザザ
がが
大大
流流
行行
しし
たた
場場
合合
、、

社社
会会
へへ
のの
経経
済済
的的
なな
被被
害害
がが

危危
惧惧
ささ
れれ
るる
がが
、、
市市
内内
業業
者者

のの
予予
防防
対対
策策
のの
取取
りり
組組
みみ
はは
。。

情
報
提
供
等
に
つ
い

て
、
市
と
商
工
会
議
所

と
の
連
携
に
よ
り
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

を
基
本
と
し
、
さ
ら
に
は
、

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
で
市
か

ら
情
報
を
発
信
す
る
「
ひ
ょ

う
ご
防
災
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」

の
活
用
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
治治

療療
薬薬
のの
予予
防防
投投
与与
にに
つつ

いい
てて
はは
、、
原原
則則
自自
己己
負負
担担
とと

ささ
れれ
てて
いい
るる
がが
、、
ハハ
イイ
リリ
スス

クク
のの
方方
々々
にに
とと
っっ
てて
はは
、、
そそ

のの
負負
担担
がが
軽軽
いい
もも
のの
とと
はは
考考

ええ
らら
れれ
なな
いい
。。
公公
費費
負負
担担
、、

助助
成成
はは
考考
ええ
らら
れれ
なな
いい
かか
。。

季
節
性
と
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
お
い
て
、

罹
患
者
が
負
う
リ
ス
ク
は
同

じ
も
の
で
あ
り
、
治
療
、
予

防
投
与
に
つ
い
て
も
患
者
が

負
担
す
る
こ
と
を
原
則
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

感
染
時
に
重
症
化
す
る
可
能

性
の
高
い
方
々
へ
の
公
費
負

担
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
、

近
隣
市
町
の
動
向
を
注
視
し

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
感感

染染
後後
のの
合合
併併
症症
にに
有有
効効

なな
肺肺
炎炎
ワワ
クク
チチ
ンン
のの
公公
費費
助助

成成
にに
つつ
いい
てて
のの
考考
ええ
はは
。。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
を
強
化
す
る
た

め
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（（
※※
））

の
接
種
費
用
の
助
成
を
す
る

自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、

高
齢
施
策
の
一
環
と
し
て
検

討
い
た
し
ま
す
。

蔓蔓
延延
期期
をを
迎迎
ええ
たた
新新

型型
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
にに

対対
すす
るる
情情
報報
提提
供供
やや
情情
報報
のの

共共
有有
化化
にに
つつ
いい
てて
、、
特特
にに
、、

妊妊
娠娠
中中
のの
方方
、、
基基
礎礎
疾疾
患患
をを

有有
すす
るる
方方
へへ
のの
情情
報報
提提
供供
、、

まま
たた
、、
正正
確確
かか
つつ
迅迅
速速
なな
情情

報報
提提
供供
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい

てて
。。

妊
娠
中
の
方
や
基
礎

疾
患
を
有
す
る
方
だ
け

に
特
定
の
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
全
世
帯
に
配
布
す
る
チ

ラ
シ
の
中
で
、
こ
れ
ら
の

方
々
に
向
け
た
情
報
提
供
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
同
様
の
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

情
報
提
供
の
方
法
と
し
て

は
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
紙
ベ
ー

ス
に
よ
る
も
の
、
お
よ
び
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
提
供

相生市議会だより
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※肺炎球菌ワクチン：肺炎球菌によって引き起こされる感染症を予防するためのワクチン

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
と
し
ま
し
て
は
、
大
流

行
の
場
合
で
も
業
務
継
続
に

必
要
な
備
蓄
防
具
等
の
確
保

や
、
感
染
防
止
用
消
毒
剤
の

確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

兵兵
庫庫
県県
西西
・・
北北
部部
豪豪

雨雨
にに
よよ
るる
大大
規規
模模
水水
害害

にに
よよ
りり
、、
佐佐
用用
町町
等等
でで
大大
変変

なな
被被
害害
がが
ああ
っっ
たた
。。
災災
害害
現現

場場
にに
足足
をを
運運
びび
被被
災災
状状
況況
をを

確確
認認
しし
たた
とと
ここ
ろろ
、、
水水
害害
対対

策策
にに
つつ
いい
てて
、、
ささ
まま
ざざ
まま
なな

問問
題題
がが
山山
積積
しし
てて
おお
りり
まま
しし

たた
。。
相相
生生
市市
にに
おお
けけ
るる
水水
害害

対対
策策
のの
うう
ちち
、、
避避
難難
経経
路路
のの

〈
九
月
議
会
〉

一
　
般
　
質
　
問

新型インフル

エンザの正確な

情報提供・共有

について

後田
ううししろろだだ

正信
ままささののぶぶ

新型インフル

エンザ対策

について

自然災害について

渡邊
わわたたななべべ

慎治
しし んん じじ

答

問

答 問 答 問

答 答問 問

答 問

避難所（ふるさと交流館）



災災
害害
等等
のの
緊緊
急急
連連

絡絡
・・
通通
報報
のの
伝伝
達達
手手
段段

のの
基基
本本
的的
なな
考考
ええ
方方
にに
つつ
いい

てて
おお
伺伺
いい
しし
まま
すす
。。

緊
急
時
の
防
災
情
報

伝
達
は
複
数
の
実
効
性

あ
る
対
処
の
情
報
を
、
短
時

間
で
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

的
確
な
対
象
地
域
に
伝
達
確

認
が
出
来
る
手
段
が
望
ま
し

く
、
災
害
発
生
時
に
は
、
一

人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
様

に
、
よ
り
早
く
的
確
な
、
情

報
伝
達
が
出
来
る
よ
う
に
、

自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
、

民
生
委
員
の
方
々
な
ど
と
行

政
が
連
携
強
化
し
、
協
力
し

平平
和和
市市
長長
会会
議議
はは
、、

都都
市市
とと
都都
市市
とと
のの
緊緊
密密

なな
連連
携携
をを
通通
じじ
てて
、、
核核
廃廃
絶絶

にに
向向
けけ
たた
市市
民民
意意
識識
をを
国国
際際

的的
なな
規規
模模
でで
喚喚
起起
しし
、、
核核
兵兵

器器
のの
なな
いい
平平
和和
なな
世世
界界
をを
実実

現現
すす
るる
ここ
とと
をを
目目
的的
にに
、、
広広

島島
・・
長長
崎崎
のの
両両
市市
がが
中中
心心
とと

なな
りり
設設
立立
ささ
れれ
たた
もも
のの
でで
すす
。。

ぜぜ
ひひ
加加
盟盟
しし
、、
一一
層層
のの
核核
兵兵

器器
廃廃
絶絶
へへ
のの
市市
民民
意意
識識
のの
喚喚

起起
にに
努努
めめ
てて
いい
たた
だだ
きき
たた
いい

とと
思思
うう
がが
いい
かか
がが
でで
すす
かか
。。

こ
の
会
議
は
、
世
界

百
三
十
カ
国
・
地
域
三

千
百
四
都
市
で
構
成
さ
れ
、

か
ね
て
よ
り
こ
の
趣
旨
に
賛

同
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

ペ
ー
ロ
ン
交
流
都
市
の
長

域
の
消
防
団
の
協
力
を
得
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
市
民

の
皆
様
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら

地
域
や
家
庭
で
災
害
を
想
定

し
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
安
全
な

避
難
経
路
の
確
認
を
準
備
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

市市
がが
指指
定定
しし
てて
いい
るる
避避

難難
所所
のの
状状
況況
にに
つつ
いい
てて
、、

避避
難難
所所
のの
安安
全全
性性
をを
確確
保保
すす

るる
たた
めめ
一一
定定
期期
間間
ごご
とと
にに
点点

検検
しし
てて
いい
るる
のの
かか
。。
まま
たた
、、

避避
難難
者者
がが
安安
全全
にに
避避
難難
でで
きき

るる
のの
かか
おお
尋尋
ねね
しし
まま
すす
。。

避
難
所
は
、
地
域
性
や

施
設
の
状
況
等
を
考
慮
の

う
え
、
市
内
三
十
九
カ
所
を

指
定
し
て
お
り
ま
す
。
す
べ

て
公
共
施
設
で
あ
る
た
め
、

適
切
な
管
理
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
の
指

定
に
つ
い
て
は
、
二
次
被
害

の
危
険
性
の
な
い
箇
所
を
指

定
し
開
設
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
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問答

崎
市
さ
ん
よ
り
加
盟
の
お
話

も
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ

を
機
会
に
加
盟
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界

の
恒
久
平
和
実
現
に
力
を
つ

く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

工工
場場
誘誘
致致
のの
報報
告告
にに

よよ
るる
とと
、、
進進
出出
企企
業業
はは
、、

きき
のの
ここ
のの
生生
産産
・・
加加
工工
をを
行行

うう
（（
仮仮
称称
））
赤赤
城城
ググ
リリ
ーー
ンン

テテ
ッッ
クク
相相
生生
株株
式式
会会
社社
。。
雇雇

用用
はは
六六
十十
名名
かか
らら
百百
名名
、、
進進

出出
場場
所所
はは
、、
相相
生生
湾湾
東東
部部
工工

業業
団団
地地
のの
ググ
ララ
ンン
ドド
約約
九九
千千

平平
方方
メメ
ーー
トト
ルル
とと
のの
ここ
とと
だだ

がが
、、
市市
民民
のの
たた
めめ
のの
スス
ポポ
ーー

ツツ
施施
設設
をを
一一
企企
業業
にに
提提
供供
すす

るる
ここ
とと
にに
問問
題題
はは
ああ
りり
まま
せせ

んん
かか
。。
進進
出出
企企
業業
のの
将将
来来
性性
、、

市市
にに
とと
っっ
てて
のの
メメ
リリ
ッッ
トト
をを

おお
伺伺
いい
しし
まま
すす
。。

企
業
側
が
最
低
約
一

万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
求

め
て
お
り
、
企
業
用
地
に
転

用
可
能
な
相
生
湾
東
部
工
業

団
地
内
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
結

論
に
至
り
ま
し
た
。
今
後
、

グ
ラ
ン
ド
利
用
者
の
理
解
を

得
ら
れ
る
手
段
を
検
討
し
、

こ
の
た
び
の
件
の
両
立
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
進
出
企
業
は
株
式

会
社
赤
城
き
の
こ
本
舗
の
生

産
ノ
ウ
ハ
ウ
を
受
け
ま
す
が
、

同
社
は
培
養
期
間
短
縮
技
術
、

メメ
リリ
カカ
のの
オオ
ババ
ママ
大大
統統
領領
のの

演演
説説
なな
どど
、、
核核
兵兵
器器
廃廃
絶絶
はは

国国
際際
的的
にに
もも
大大
きき
なな
流流
れれ
とと

なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
核核
兵兵
器器
廃廃

絶絶
へへ
のの
市市
長長
のの
基基
本本
的的
考考
ええ

はは
どど
うう
かか
おお
伺伺
いい
しし
まま
すす
。。

相
生
市
と
し
て
、「
核

兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣

言
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
理
念
は
、
私
も
全
く
同
じ

で
、
昭
和
二
十
年
八
月
、
広

島
・
長
崎
が
原
子
爆
弾
に
よ

り
、
一
瞬
に
し
て
焦
土
と
化

し
、
多
く
の
生
命
が
奪
い
去

ら
れ
た
過
酷
な
歴
史
を
踏
ま

え
、
再
び
過
ち
を
繰
り
返
さ

せ
な
い
努
力
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

核兵器廃絶

について

工場誘致について

岩崎
いいわわささきき

修
おおささむむ

答 問
災害等の

緊急連絡・通報

について

宮艸
みみややくくささ

真木
まま きき

高
効
率
安
定
生
産
技
術
を
確

立
、
種
菌
コ
ピ
ー
防
止
技
術

も
持
ち
、
競
争
に
優
位
性
を

持
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。ま

た
、
税
収
と
土
地
の
賃

貸
料
、
ま
た
、
幅
広
い
年
齢

層
の
雇
用
や
契
約
農
家
方
式

も
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

農
業
振
興
に
も
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

答 問

答

答

「「
核核
兵兵
器器
のの
なな
いい
世世

界界
をを
めめ
ざざ
すす
」」
とと
のの
アア

問

問

核兵器廃絶平和都市宣言記念碑



要
す
る
費
用
は
河
川
環
境
美

化
事
業
に
対
応
し
て
お
り
、

事
業
費
の
二
分
の
一
は
県
か

ら
の
委
託
金
と
し
て
補
助
さ

れ
て
い
ま
す
が
年
々
、
減
額

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
再
度
、河

川
の
状
況
を
調
査
し
、予
算
を

増
額
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

現現
状状
でで
のの
安安
全全
性性
はは

どど
うう
でで
ああ
るる
のの
かか
おお
示示

しし
くく
だだ
ささ
いい
。。

昭
和
四
十
六
年
・
四

十
九
年
・
五
十
一
年
度

に
大
災
害
を
受
け
て
市
内
の

重
要
河
川
は
ほ
ぼ
整
備
済
み

で
す
が
、
河
川
の
状
況
を
詳

細
に
調
査
し
、
危
険
な
箇
所

が
あ
れ
ば
、
県
河
川
は
県
へ

要
望
し
、
市
の
河
川
に
つ
い

て
は
河
川
計
画
を
立
て
実
施

を
し
て
い
き
ま
す
。

避避
難難
のの
ああ
りり
方方
にに
つつ

いい
てて
、、
避避
難難
所所
やや
避避
難難

経経
路路
にに
つつ
いい
てて
はは
普普
段段
かか
らら

地地
域域
やや
家家
庭庭
でで
話話
しし
合合
いい
、、

最最
善善
のの
方方
法法
をを
決決
めめ
てて
おお
くく

よよ
うう
にに
周周
知知
・・
啓啓
発発
をを
ささ
れれ

るる
とと
のの
ここ
とと
でで
すす
がが
、、
そそ
のの

判判
断断
基基
準準
はは
難難
しし
くく
、、
周周

知知
・・
啓啓
発発
ささ
れれ
るる
中中
にに
判判
断断

基基
準準
のの
内内
容容
はは
含含
まま
れれ
まま
すす

かか
。。

市
と
し
て
は
一
定
の

判
断
基
準
を
設
け
て
い

加
入
し
て
各
個
人
の
携
帯
電

話
に
発
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム

が
、
相
当
す
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
携
帯
電
話
か
ら
登

録
す
る
と
、
防
災
情
報
な
ど

を
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
る
も
の

で
、
市
民
の
皆
様
に
加
入
の

案
内
を
し
て
い
ま
す
が
、
現

状
加
入
率
は
非
常
に
低
い
状

況
で
す
。
こ
の
た
め
、
さ
ら

な
る
加
入
促
進
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
す
。「「

ひひ
ょょ
うう
ごご
防防
災災
ネネ

ッッ
トト
」」
のの
中中
にに
「「
ああ
いい

おお
いい
防防
災災
ネネ
ッッ
トト
」」
とと
いい
うう

チチ
ャャ
ンン
ネネ
ルル
がが
ああ
るる
そそ
うう
でで

すす
がが
、、
加加
入入
状状
況況
をを
伺伺
いい
まま

すす
。。

加
入
状
況
は
、
九
月

現
在
で
約
八
百
名
の
登

録
が
あ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
、
不
審
者
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

て
い
く
体
制
構
築
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

緊緊
急急
連連
絡絡
・・
通通
報報
はは

誰誰
がが
発発
信信
すす
るる
のの
かか
。。

まま
たた
、、
そそ
のの
担担
当当
者者
がが
庁庁
舎舎

にに
着着
かか
なな
いい
場場
合合
のの
対対
応応
にに

つつ
いい
てて
おお
示示
しし
くく
だだ
ささ
いい
。。

緊
急
連
絡
・
通
報
は

災
害
時
広
報
活
動
の
担

当
で
あ
る
企
画
広
報
課
職
員

が
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
担

当
者
が
到
着
で
き
な
い
場
合

は
、
災
害
対
策
本
部
職
員
が

発
信
す
る
体
制
に
し
て
い
ま

す
。

現現
状状
のの
災災
害害
時時
にに
確確

実実
なな
情情
報報
をを
知知
らら
せせ
るる

たた
めめ
のの
、、
緊緊
急急
連連
絡絡
・・
通通
報報

手手
段段
にに
つつ
いい
てて
おお
示示
しし
くく
だだ

ささ
いい
。。

現
在
の
連
絡
手
段
と

し
て
は
、
市
広
報
車
に

よ
る
広
報
活
動
、
有
線
放
送
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
主
な
手

段
で
す
が
、
状
況
に
応
じ
て

消
防
団
の
無
線
や
、
自
治
会

へ
の
電
話
連
絡
な
ど
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

即即
応応
型型
のの
一一
度度
にに
多多

数数
にに
発発
信信
出出
来来
るる
携携
帯帯

電電
話話
のの
メメ
ーー
ルル
機機
能能
をを
使使
っっ

たた
伝伝
達達
手手
段段
のの
採採
用用
普普
及及
をを

すす
れれ
ばば
どど
うう
でで
すす
かか
。。

即
応
型
伝
達
手
段
と
し

て
、
情
報
発
信
サ
ー
ビ

ス
「
兵
庫
防
災
ネ
ッ
ト
」
に

相生市議会だより
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本本
年年
八八
月月
九九
日日
のの
台台

風風
九九
号号
はは
驚驚
異異
的的
被被
害害

をを
もも
たた
らら
しし
、、
佐佐
用用
町町
・・
宍宍

粟粟
市市
のの
被被
害害
はは
悲悲
惨惨
なな
もも
のの

でで
しし
たた
。。
本本
市市
もも
、、
平平
成成
十十

水害対策について

土井
どど いい

本子
ももとと ここ

学校図書館の充実

について

小学校外国語教育

について

兵庫県立高校入試

の採点ミス

について

楠田
くくすす だだ

道雄
みみちち おお

学学
校校
図図
書書
館館
のの
運運
用用
、、

所所
蔵蔵
数数
のの
状状
況況
にに
つつ
いい

てて
。。
まま
たた
、、
児児
童童
・・
生生
徒徒
のの

郷郷
土土
愛愛
をを
育育
むむ
よよ
うう
市市
立立
図図

書書
館館
のの
よよ
うう
にに
郷郷
土土
作作
家家
のの

紹紹
介介
をを
しし
てて
はは
どど
うう
かか
。。

小
学
校
で
は
、
図
書

館
を
活
用
し
た
読
書
の

時
間
を
低
学
年
で
週
一
時
間
、

ま
た
他
の
教
科
の
調
べ
学
習

の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
中
学
校
で
は
、
調
べ
学

習
や
朝
読
書
な
ど
で
活
用
し

六六
年年
のの
台台
風風
災災
害害
かか
らら
五五
年年

がが
経経
ちち
まま
すす
がが
、、
矢矢
野野
川川
をを

はは
じじ
めめ
、、
市市
内内
のの
河河
川川
はは
、、

災災
害害
後後
かか
らら
のの
土土
砂砂
がが
残残
っっ

てて
おお
りり
まま
すす
。。
そそ
のの
後後
のの
水水

害害
対対
策策
にに
つつ
いい
てて
どど
のの
よよ
うう

にに
おお
考考
ええ
かか
。。

こ
れ
ま
で
に
矢
野
川

を
は
じ
め
と
し
て
十
カ

所
の
河
川
で
約
四
千
立
方
メ

ー
ト
ル
の
浚
渫

し
ゅ
ん
せ
つ
と
六
カ
所
の

河
川
で
河
川
内
の
堆
積
し
て

い
る
土
砂
を
深
堀
が
さ
れ
て

い
る
箇
所
へ
約
二
千
立
方
メ

ー
ト
ル
の
土
砂
を
移
動
し
整

地
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
河
川
の
浚
渫
等
に

答 問 ま
す
。
こ
れ
は
市
民
に
対
し

て
避
難
勧
告
あ
る
い
は
避
難

の
指
示
を
す
る
場
合
の
判
断

基
準
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
個
人
あ
る
い
は

地
域
と
し
て
判
断
す
る
際
の

目
安
と
い
う
の
は
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。
避
難
所
に
つ
い
て

個
々
の
判
断
で
避
難
を
さ
れ

る
と
い
う
場
合
も
当
然
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し

た
場
合
に
は
必
ず
市
の
対
策

本
部
へ
問
い
合
わ
せ
や
連
絡

を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を

も
と
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

答 問 答 問

答

問 答 問

答 問 答 問 答 問

鍛治谷川護岸工事（矢野町瓜生）



せ
る
こ
と
に
よ
り
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
極
力
抑
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

羅羅
患患
者者
がが
拡拡
大大
しし
、、

受受
診診
希希
望望
者者
へへ
のの
医医
療療

体体
制制
はは
どど
のの
よよ
うう
にに
すす
るる
のの

かか
。。

現
状
で
は
厚
生
労
働

省
が
九
月
六
日
に
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
国
と
委
託
契
約
を

結
ん
だ
医
療
機
関
に
限
っ
て

行
う
と
の
方
針
を
固
め
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
の
状
況
を

注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
、

市
の
対
応
も
検
討
い
た
し
ま

す
。

現現
状状
でで
のの
有有
害害
鳥鳥
獣獣

被被
害害
状状
況況
をを
どど
のの
よよ
うう

にに
分分
析析
しし
てて
まま
すす
かか
。。

平
成
十
三
年
度
よ
り

県
の
補
助
を
得
て
各
集

落
に
お
い
て
防
護
柵
、
電
気

柵
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、

年
々
農
作
物
等
へ
の
被
害
が

増
え
て
い
る
こ
と
は
事
実
で

あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
被
害
状

況
は
水
稲
に
お
い
て
は
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
被
害
約
二
・
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
シ
カ
に
よ
る

被
害
が
約
五
・
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
そ
の
他
を
合
わ
せ
、
八
・

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。

参
考
に
、
外
国
人
英
語
指
導

助
手
と
の
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
に
よ
る
事
業
展
開
や
、

地
域
の
人
材
を
効
率
的
に
活

用
し
て
い
ま
す
。
国
際
社
会

に
生
き
る
こ
と
の
自
覚
と
、

多
様
な
文
化
を
尊
重
す
る
態

度
や
資
質
の
育
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
子
ど
も
た
ち
が
中
学

校
一
年
生
に
な
っ
て
、
ど
う

い
う
意
識
を
持
つ
か
、
調
査

を
行
い
、
今
後
の
英
語
指
導

に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ああ
るる
生生
徒徒
のの
開開
示示
請請

求求
かか
らら
判判
明明
しし
たた
採採
点点

ミミ
スス
にに
つつ
いい
てて
、、
県県
教教
育育
委委

員員
会会
かか
らら
のの
市市
町町
教教
育育
委委
員員

会会
へへ
のの
説説
明明
ここ
そそ
がが
、、
揺揺
らら

いい
だだ
教教
育育
へへ
のの
信信
頼頼
回回
復復
にに

つつ
なな
がが
るる
とと
思思
いい
まま
すす
がが
、、

ここ
のの
点点
にに
つつ
いい
てて
おお
伺伺
いい
しし

まま
すす
。。

県
の
教
育
委
員
会
か

ら
市
教
育
委
員
会
に
対

し
ま
し
て
は
正
式
な
説
明
は

受
け
て
い
ま
せ
ん
。
相
生
市

の
大
切
な
子
ど
も
た
ち
に
も

か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
ま
す

の
で
、
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
兵
庫
県
都
市
教
育

長
協
議
会
等
を
通
じ
て
、
県

教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
改

善
等
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

相生市議会だより
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す
。

相相
生生
小小
学学
校校
でで
文文
部部

科科
学学
省省
指指
定定
のの
国国
際際
理理

解解
推推
進進
モモ
デデ
ルル
事事
業業
のの
研研
究究

発発
表表
会会
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
がが
、、

本本
年年
度度
のの
各各
小小
学学
校校
のの
外外
国国

語語
教教
育育
のの
取取
りり
組組
みみ
はは
どど
うう

なな
っっ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

相
生
市
で
は
、
今
年

度
か
ら
先
進
的
に
、
す

べ
て
の
小
学
校
五
、
六
年
生

で
外
国
語
活
動
を
週
一
時
間

実
施
し
て
い
ま
す
。
相
生
小

学
校
の
先
進
的
取
り
組
み
を

予予
防防
接接
種種
ワワ
クク
チチ
ンン

のの
優優
先先
順順
位位
はは
どど
のの
よよ

うう
にに
しし
てて
いい
くく
のの
かか
。。
まま
たた
、、

費費
用用
にに
つつ
いい
てて
はは
どど
のの
よよ
うう

にに
考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

優
先
順
位
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
一
、
妊
婦

と
ぜ
ん
そ
く
や
糖
尿
病
な
ど
、

持
病
の
あ
る
方
。
二
、
一
歳

か
ら
就
学
前
の
幼
児
。
三
、

一
歳
未
満
の
乳
児
の
両
親
と

し
、
そ
の
後
小
・
中
・
高
生
、

高
齢
者
と
続
く
見
込
み
で
す
。

費
用
に
つ
い
て
の
現
状
の

考
え
方
は
、
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
今
後
、
国

の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り

ま
す
。

感感
染染
がが
拡拡
大大
しし
たた
場場

合合
市市
職職
員員
のの
欠欠
勤勤
もも
考考

ええ
らら
れれ
まま
すす
がが
、、
必必
要要
最最
低低

限限
のの
行行
政政
ササ
ーー
ビビ
スス
をを
維維
持持

すす
るる
たた
めめ
のの
計計
画画
はは
立立
てて
てて

いい
まま
すす
かか
。。

年
内
に
人
口
の
二

十
％
が
発
症
す
る
と
の

予
測
か
ら
、
こ
れ
を
も
と
に

一
時
的
に
内
部
管
理
部
門
か

ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す

る
部
門
へ
職
員
を
シ
フ
ト
さ

問
新型インフル

エンザへの対応　　

について

有害鳥獣対策

について

阪口
ささかかぐぐちち

正哉
ままささ やや

答 問 答 問

答 問 答

答 問

答

て
い
ま
す
。

市
全
体
の
図
書
数
は
、
文

部
科
学
省
の
定
め
た
学
校
図

書
館
図
書
標
準
の
八
十
八
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
図
書
購
入
予
算
は
、

小
・
中
学
校
の
合
計
が
四
百

五
十
二
万
円
で
す
。

今
後
、
私
立
図
書
館
の
情

報
等
を
も
と
に
し
て
、
学
校

図
書
館
に
、
郷
土
作
家
や
作

品
の
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

作
り
、
郷
土
愛
を
育
む
一
助

と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

双葉小学校図書室

問



いい
たた
ちち
ごご
っっ
ここ
とと
もも

いい
ええ
るる
対対
策策
にに
つつ
いい
てて
、、

まま
たた
、、
今今
後後
もも
被被
害害
がが
拡拡
大大

すす
るる
とと
考考
ええ
まま
すす
がが
、、
抜抜
本本

的的
なな
対対
策策
はは
なな
いい
でで
すす
かか
。。

矢矢
野野
町町
のの
小小
河河
地地
区区
でで
ババ

ッッ
フフ
ァァ
ーー
ゾゾ
ーー
ンン
（（
※※
））
のの
整整

備備
をを
しし
てて
いい
るる
とと
認認
識識
しし
てて

いい
まま
すす
がが
、、
活活
用用
でで
きき
なな
いい

のの
かか
。。

県
の
補
助
を
得
て
設

置
し
た
集
落
活
動
に
お

け
る
防
護
柵
の
強
化
、
点
検

活
動
の
強
化
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン

の
拡
大
に
つ
き
ま
し
て
は
本

市
の
地
形
は
急
な
岩
盤
が
多

く
、
ゾ
ー
ン
を
確
保
す
る
箇

所
が
少
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

※バッファーゾーン：人と野生動物が棲み分けをする緩衝地帯

相生市議会だより
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総
務
文
教

常
任
委
員
会

民
生
建
設常

任
委
員
会

委
員
会
の
審
査
か
ら

「
行
財
政
健
全
化
に
つ
い

て
」
は
、
相
生
市
職
員
定
数

の
第
三
次
定
員
適
正
化
計
画

の
進
捗
状
況
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
職
員
の
年
齢

構
成
の
状
況
、
ま
た
、
今
後
、

年
齢
の
高
い
職
員
が
い
っ
き

「
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
」

は
、
相
生
市
次
世
代
育
成
支

援
後
期
行
動
計
画
策
定
に
伴

う
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
充
実
を
期
待

し
て
い
る
項
目
と
し
て
、
安

心
し
て
子
ど
も
が
医
療
機
関

に
か
か
れ
る
体
制
の
整
備
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
の
意
見

が
多
い
が
、
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

こ
の
医
療
問
題
に
対
し
て
は
、

広
域
で
の
対
応
が
必
要
と
思

う
が
、
本
計
画
で
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
る
の
か
質
疑
が

あ
り
、
調
査
結
果
で
は
、
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
判

断
が
し
に
く
い
が
、
小
児
科
、

産
婦
人
科
の
医
療
機
関
の
不

足
問
題
ま
た
医
療
費
負
担
の

軽
減
の
問
題
な
ど
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
の
両
面
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
具
体

的
な
計
画
策
定
の
中
で
検
討

を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

「
市
民
病
院
の
運
営
に
つ

い
て
」
は
、
地
域
連
携
室
の

設
置
、
医
師
確
保
活
動
状
況
、

地
域
医
療
再
生
基
金
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
小
児
科
時
間

外
診
療
の
実
績
ま
た
見
通
し

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
廃
止
を
含

め
見
直
し
を
行
う
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
が
、
も
う
少
し

様
子
を
見
て
い
き
た
い
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

委
員
よ
り
、
医
師
確
保
の
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
院
長
に
先
頭

に
立
っ
て
い
た
だ
き
市
長
と

の
協
議
の
な
か
、
出
身
大
学

の
医
局
を
中
心
に
、
招
聘

し
ょ
う
へ
い

活

動
を
行
っ
て
い
る
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

「
観
光
施
策
に
つ
い
て
」

は
、
兵
庫
カ
ッ
プ
相
生
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ト
選
手
権
大
会
、

羅
漢
の
里
も
み
じ
ま
つ
り
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
大
会
に
係
る

事
務
手
続
き
、
ま
た
、
今
回

の
大
会
延
期
等
に
対
す
る
市

民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
手
続
き
不
備
に
つ

い
て
は
今
後
改
め
た
い
。
ま

た
、
大
会
実
施
に
つ
い
て
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
状
況
を
見
極
め
、
近
隣
に

配
慮
し
た
形
で
開
催
し
た
い

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
よ
り
、
羅
漢

の
里
も
み
じ
ま
つ
り
の
開
催

日
程
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

メ
イ
ン
の
開
催
日
を
十
一
月

八
日
（
日
）
と
し
、
開
催
期

間
は
前
日
の
土
曜
日
か
ら
一

週
間
後
の
日
曜
日
ま
で
と
す

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 羅漢の里もみじまつり

答

防護柵（矢野町中野）

問
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に
実
施
し
、
回
答
率
は
、
全

体
で
八
十
七
・
四
四
％
で
あ

っ
た
。
な
お
、
回
答
内
容
に

つ
い
て
は
、
学
校
適
正
規
模
、

適
正
配
置
に
関
連
す
る
項
目

を
全
体
、
校
区
ご
と
に
分
け

集
計
し
た
も
の
、
す
べ
て
の

項
目
を
回
答
項
目
ご
と
に
分

け
て
集
計
し
た
も
の
と
し
て

い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。次

に
、
相
生
市
学
校
教
育

審
議
会
に
つ
い
て
、
今
回
実

施
し
た
意
識
調
査
を
も
と
に
、

諮
問
事
項
で
あ
る
「
相
生
市

立
小
中
学
校
の
適
正
配
置
計

画
の
策
定
」
に
つ
い
て
審
議

予
定
で
あ
り
、
平
成
二
十
二

に
退
職
と
な
っ
た
場
合
の
問

題
点
等
質
疑
が
あ
り
、
二
十

代
が
約
十
二
・
四
％
、
三
十

代
が
約
二
十
五
・
一
％
、

四
十
代
が
約
二
十
一
・
○
％
、

五
十
代
が
約
四
十
一
・
五
％

で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
、
事

務
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

な
か
、
退
職
職
員
の
再
任
用

の
活
用
、
臨
時
職
員
の
権
限

拡
大
、
広
域
的
な
機
構
改
革

等
を
考
え
て
い
く
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
よ
り
、

事
務
職
員
と
技
術
職
員
の
任

用
等
の
問
題
、
社
会
人
採
用

の
あ
り
方
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
職
員
適
正
化
計
画
の

基
本
的
な
考
え
方
は
人
件
費

抑
制
で
あ
り
、
技
術
職
の
仕

事
で
可
能
な
部
分
は
委
託
し

て
い
く
方
向
で
あ
っ
た
が
、

今
後
、
計
画
的
な
採
用
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

社
会
人
採
用
は
、
社
会
人
経

験
を
積
ん
だ
な
か
、
新
た
な

考
え
方
を
持
つ
者
を
採
用
し

た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。「

学
校
施
設
の
管
理
運
営

等
に
つ
い
て
」
は
、
義
務
教

育
に
関
す
る
意
識
調
査
に
つ

い
て
、
本
年
五
月
十
一
日
に
、

幼
・
小
・
中
学
校
の
保
護
者
、

教
職
員
、
就
学
前
児
童
の
保

護
者
、
学
校
園
評
議
員
の
合

計
三
千
二
百
十
七
人
を
対
象

◇◇
平平
成成
二二
十十
年年
度度
相相
生生
市市
健健

全全
化化
判判
断断
比比
率率
及及
びび
資資
金金

不不
足足
比比
率率
のの
報報
告告
にに
つつ
いい

てて
・
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、「
実
質
赤
字
比
率
」

「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
は
、

【【
報報
　　
　　
告告
】】

九
月
議
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

実
質
収
支
が
黒
字
の
た
め
該

当
な
し
、「
実
質
公
債
費
比
率
」

「
将
来
負
担
比
率
」
は
、
早
期

健
全
化
基
準
以
下
で
あ
る
。

ま
た
、
公
営
企
業
に
係
る

「
資
金
不
足
比
率
」
に
つ
い
て

も
、
各
会
計
に
不
足
が
生
じ

て
い
な
い
た
め
該
当
な
し
と

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

◇◇
訴訴
ええ
のの
提提
起起
にに
つつ
いい
てて

・
過
払
金
債
権
差
押
不
履
行

に
伴
う
取
立
金
請
求
事
件
に

関
し
訴
え
を
二
件
分
提
起
す

る
も
の
で
す
。

◇◇
市市
有有
財財
産産
のの
取取
得得
にに
つつ
いい

てて
・
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
教

育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器

等
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
土土
地地
開開
発発
基基
金金
条条

例例
をを
廃廃
止止
すす
るる
条条
例例

・・
土
地
を
先
行
取
得
す
る
必

要
性
が
低
下
し
た
こ
と
に
よ

り
、
土
地
開
発
基
金
の
役
割

を
終
え
た
も
の
と
し
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
税税
条条
例例
のの
一一
部部
をを

改改
正正
すす
るる
条条
例例

・
こ
の
条
例
改
正
の
主
な
も

の
は
、
個
人
住
民
税
の
公
的

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
係

る
対
象
所
得
の
変
更
、
住
宅

ロ
ー
ン
特
別
控
除
の
創
設
、

土
地
等
の
長
期
譲
渡
所
得
に

【【
事事
件件
案案
件件
】】

【【
条条
　　
　　
例例
】】

係
る
特
別
控
除
の
創
設
、
上

場
株
式
等
の
配
当
所
得
お
よ

び
譲
渡
所
得
に
係
る
軽
減
税

率
の
延
長
に
伴
う
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
国国
民民
健健
康康
保保
険険
条条

例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる
条条

例例
・
こ
の
条
例
改
正
の
主
な
も

の
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月

一
日
か
ら
出
産
育
児
一
時
金

の
支
給
額
を
四
万
円
引
き
上

げ
て
四
十
二
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税

条条
例例
のの
一一
部部
をを
改改
正正
すす
るる

条条
例例

・
こ
の
条
例
改
正
は
、
地
方

税
法
の
改
正
に
よ
り
一
部
改

正
す
る
も
の
で
す
。

◇◇
相相
生生
市市
企企
業業
立立
地地
促促
進進
条条

例例
・
こ
の
条
例
の
制
定
は
、
従

来
の
工
場
誘
致
助
成
要
綱
の

目
的
が
現
状
と
そ
ぐ
わ
な
く

な
っ
た
た
め
、
内
容
を
見
直

し
、
改
め
て
条
例
と
し
て
制

定
す
る
も
の
で
す
。

◇◇
平平
成成
二二
十十
一一
年年
度度
相相
生生
市市

一一
般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算

◇◇
平平
成成
二二
十十
一一
年年
度度
相相
生生
市市

国国
民民
健健
康康
保保
険険
特特
別別
会会
計計

補補
正正
予予
算算

◇◇
平平
成成
二二
十十
一一
年年
度度
相相
生生
市市

介介
護護
保保
険険
特特
別別
会会
計計
補補
正正

予予
算算

【【
予予
　　
　　
算算
】】

年
二
月
頃
に
は
、
小
中
学
校

適
正
配
置
計
画
に
つ
い
て
答

申
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
と

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

矢野小学校運動場
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九
月
議
会
で
次
の
意
見
書

が
可
決
さ
れ
、
直
ち
に
関
係

機
関
へ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

◇◇
所所
有有
者者
不不
明明
のの
放放
置置
廃廃
屋屋

除除
去去
等等
にに
関関
すす
るる
法法
整整
備備

をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

◇◇
公公
平平
委委
員員
会会
のの
委委
員員
とと
しし

次次
のの
方方
のの
選選
任任
にに
同同
意意
しし

まま
しし
たた
。。

小小
野野
市市
上上
本本
町町
二二
百百
七七
番番
地地

廣廣
井井
ひひ
ろろ
いい

正正
則則
まま
ささ
のの
りり

ささ
んん

議会活動状況

＜9月＞

10日　議会報第９４号発行
民生建設常任委員会

11日　総務文教常任委員会
16日　定例市議会閉会

決算審査特別委員会
29～　　　総務文教常任委員会行政視察
10月1日　　　 （岩手県北上市・宮城県登米市）

＜10月＞

6日　決算審査特別委員会
7日　埼玉県行田市議会議員行政視察来相
9日　決算審査特別委員会
13日　決算審査特別委員会
16日　兵庫県市議会議長会正副議長研修会

（神戸市）
22日　福島県相馬市議会議員行政視察来相

27～29日　民生建設常任委員会行政視察
（新潟県糸魚川市・上越市）

＜11月＞

4日　議会報編集委員会
9日　西播磨市町議長会現地視察及び総会

（淡路市）
栃木県鹿沼市議会議員行政視察来相

10日　静岡県湖西市議会議員行政視察来相
11日　山形県南陽市議会議員行政視察来相
18日　民生建設常任委員会
19日　播但市議会議長会　　　　 (姫路市）
20日　総務文教常任委員会
25日　議会運営委員会
26日　自治体病院全国大会　　　　（東京都）
30日　定例市議会開会

＜12月＞

8日　定例市議会再開
9日　定例市議会再開

意
　
見
　
書

相
生
市
議
会
で
は
、
開
か

れ
た
市
議
会
を
め
ざ
し
て
、

議
長
交
際
費
の
執
行
状
況
を

公
開
い
た
し
ま
す
。

議
長
交
際
費
の
執
行
状
況

に
つ
い
て

平成２１年度支出内訳
（４月１日～９月３０日）

区 分

慶 弔 費

渉 外 賄 関 係

そ の 他

合　　　　 計

金 額（円）

7,000

26,360

10,600

43,960

件 数

1 

3

3

7

※
　
詳
し
く
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（（
※※
））
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
度
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
状
況
を
審
査

す
る
た
め
、
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
は
、
次
の
と
お
り
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
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☆市議会の傍聴について☆

本会議の傍聴
本会議はいつでも、だれでも傍聴できます。傍聴を希望
する方は、当日１号館３階傍聴席入口で所定の事項を記入
していただき、入場してください。
傍聴席は28席あります。

委員会の傍聴
委員会は、各委員会委員長の許可により傍聴できます。

傍聴を希望される方は、委員会開会15分前までに、議会
事務局でお申し込みください。なお、定員は６名で先着順
としており、定員になり次第、また、受付時間が終了した
時点で締め切ります。
委員長の許可後、入場してください。
詳しくは、議会事務局へ

電話　２３－７１２２

贈贈ららなないい・・求求めめなないい・・受受けけ取取ららなないい
『『知知っってていいまますすかか？？議議員員のの寄寄付付行行為為禁禁止止』』

市議会議員は、公職選挙法により、『政治団体や親族に対する

もの』及び『政治教育集会などに関する必要やむを得ない実

費の補償（食事は提供できません）』を除く寄付行為等が禁止

されています。
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